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平成２５年 事業の実施状況

〈概 況〉

平成２５年度は、安倍政権による景気回復の期待が高まるなか、東京オリンピックの開催決定など

国民にとってうれしいニュースもあったが、その一方では、尖閣や竹島の領土問題など近隣諸国との

軋轢、ＴＰＰ交渉や福島の原発汚染水問題など国家的課題に直面している。

このような社会情勢の中、徳島県ではアベノミクスによる経済効果は薄いものの、消費税増税を見

越した駆け込み需要により、浄化槽の新設については前年度比１７２基の増加となっている。この新

設浄化槽については前年度から開始された維持管理標準契約が定着しつつあり、今後は適正に維持管

理が実施されるものと考える。

しかしながら、既設浄化槽、特に単独処理の家庭用においては法定検査の受検率が極端に低い状況

で推移していることから、県と協議の結果、特別認定管理士を用いた法定検査業務の一部委託制度（浄

化槽管理士特別認定制度）を１１月に那賀町・神山町で試験導入、年度内には県内全域を対象に当制

度を開始する体制を整えた。

これにより、維持管理業界と検査機関の連携がより強化され、受検率向上と適正な維持管理の推進、

さらには業界のレべルアップが図られるものと考えている。

平成２５年度事業計画に基づき実施した事業は次のとおりである。

【公益目的事業１】【公益目的事業１】【公益目的事業１】【公益目的事業１】

１ 浄化槽による公共用水域の水質保全事業１ 浄化槽による公共用水域の水質保全事業１ 浄化槽による公共用水域の水質保全事業１ 浄化槽による公共用水域の水質保全事業

（１）浄化槽法第７条及び第１１条に規定する浄化槽の法定検査事業（１）浄化槽法第７条及び第１１条に規定する浄化槽の法定検査事業（１）浄化槽法第７条及び第１１条に規定する浄化槽の法定検査事業（１）浄化槽法第７条及び第１１条に規定する浄化槽の法定検査事業

１）平成２５年度は、稼働人員３６名体制で、８２，１９７基（年間計画数８７，５００基

に対し９３．９％）を実施した。

尚、１１条検査受検率については、実態と乖離していたため、県と協議の結果、検査機

関の調査によって廃止・休止と確認した施設を設置届出数から除いた検査対象数を分母と

して取り扱うこととなり、受検率は５２．４％となった。

(P.６５)

区 分
24 年度 25年度年度年度年度

検 査 状 況 検 査 状 況検 査 状 況検 査 状 況検 査 状 況 増 減

検査員数
３７名 ３６名３６名３６名３６名 ▲１名

(3 名入替り有)

７条検査
２，９７９基 ２，９３０基２，９３０基２，９３０基２，９３０基 ▲４９基

(27,540 千円) ((((27,097千円）千円）千円）千円） (▲ 443 千円）

１１条検査
８０，６８２基 ７９，２６７基７９，２６７基７９，２６７基７９，２６７基 ▲１，４１５基

(446,972 千円) ((((439,813千円)千円)千円)千円) (▲ 7,159 千円）

合 計合 計合 計合 計
８３，６６１基 ８２，１９７基 ▲１，４６４基８３，６６１基 ８２，１９７基 ▲１，４６４基８３，６６１基 ８２，１９７基 ▲１，４６４基８３，６６１基 ８２，１９７基 ▲１，４６４基

((((474,512千円) (千円) (千円) (千円) (466,910千円) (千円) (千円) (千円) (▲ 7,602千円）千円）千円）千円）

また、検査手数料収入は、４６６，９１０千円で前年度比７，６０２千円減となってい

る。(P.６５)

１１条検査については、昨年度対比で、約１，４００基の減となった。原因としては設

置者が、督促自体に慣れてしまったこと、また、通知方法を封書からはがきに変更したこ

となどによる督促効果の低下にあると考えられる。

よって、今後は特別認定管理士や協議会方式など、保守点検・清掃業界と連携したより

効果的な啓発・督促を実施し、一括契約の推進に努めるとともに、受検率の向上を図る。
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２）法定検査の受検督促

法定検査の受検督促については、平成２４年度の未受検者を対象とし、センターから受

検指導を行った後に、各県民局長名による督促指導を行った。

① センターからの受検指導文書通知後、電話アポインターによる受検指導を行った。そ

の結果は次のとおりである。(P.７４)

センターからの受検指導 案内総数 １４３，４４６基 申込 ４，２８０基(3.0%) 【前年5,345(4.2%)】

【内訳】

東部保健福祉局(徳島) 管内案内数 ９７，８００基 申込 ２，５２９基(2.6%) 【前年3,581(4.2%)】

南部総合県民局 管内案内数 １３，７９６基 申込 ７３０基(5.3%) 【前年 624(4.4%)】

東部保健福祉局(吉野川) 管内案内数 １５，９７０基 申込 ３４４基(2.2%) 【前年 503(3.2%)】

西部総合県民局 管内案内数 １５，８８０基 申込 ６７７基(4.3%) 【前年 637(4.2%)】

② センターからの受検指導で受検しなかった施設を対象に、各県民局による督促指導

を行った後、電話アポインターによる受検指導を行った。

その結果は次の通りである。(P.７４)

各県民局長名による督促指導 案内総数 ６１，４８９基 申込 １，９９３基(3.2%) 【前年3,191(5.3%)】

【内訳】

東部保健福祉局(徳島) 管内案内数 ４２，１２１基 申込 １，１１８基(2.7%) 【前年2,024(4.8%)】

南部総合県民局 管内案内数 ８，４６８基 申込 ３６５基(4.3%) 【前年 571(6.4%)】

東部保健福祉局(吉野川) 管内案内数 ６，３９３基 申込 ３１６基(4.9%) 【前年 332(5.4%)】

西部総合県民局 管内案内数 ４，５０７基 申込 １９４基(4.3%) 【前年 264(10.2%)】

③ センターからの受検指導通知・各県民局長名による督促指導通知に併せて行った電

話アポインターの受検指導の実績は次のとおりである。（P.７４）

電話アポインターによる受検指導 電話連絡総数 ６５，１３２件電話アポインターによる受検指導 電話連絡総数 ６５，１３２件電話アポインターによる受検指導 電話連絡総数 ６５，１３２件電話アポインターによる受検指導 電話連絡総数 ６５，１３２件

【内訳】 検査済み ４，２４６件（ ６．５％）

未検査 ５８，９１９件（９０．５％）

休止・廃止 １，９８７件（ ３．０％）

④ 那賀町らくらくあんしん協議会は、設立後４年目を迎え、７月に第３回通常総会を

開催し前年度の決算報告・実績報告を行った。（P.７５）

契約については、点検作業時や法定検査実施時に入会勧奨を行ってきたが、新規契

約数が４５件（４年間の総合計９２６件）と年々伸び悩んできている。

契約率向上の施策として、特に契約率の低い地域については住民説明会を開催した

が、効果は皆無であったため、今後、他の啓発方法を検討し、推進することとした。

また、定例会では、浄化槽管理士特別認定制度の導入について検討を進め、１１月

からは、他市町村に先駆けて特別認定管理士による法定検査（一次検査）を開始した。

＜開催事業＞

(7/9日) 第３回通常総会

(9/4日、10/21日、1/29日) 協議会打合せ会議

(9/24日) 鷲敷地区住民説明会（中山公民館、鷲敷中央公民館） 参加者１名
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浄化槽設置数（10人槽以下）：１，９９６基 維持管理一括契約数：９２６基（46.4%）

那賀町らくらくあんしん協議会

第３回通常総会 7/9日 協議会打合せ会議 1/29 日

④神山町きれいな水づくり推進協議会は、開始後１年が経過、６月に第２回通常総会を

開催し前年度の決算報告・実績報告を行った。（P.７６）

平成２５年度の維持管理一括契約数は点検業者による入会勧奨や法定検査時の案内に

よって、１９７件（総合計４２４件）の新規加入となったが、協議会としてまだ実績が

少ないため、その原因を探り、打開策を検討するため７月に未契約者を対象としたアン

ケート調査を行った。その結果、高齢のため身内の承諾が必要となり加入していない等

の理由もあったが、制度自体を十分知らない方も多かった。今後は高齢者にも分かり易

い周知方法を検討し、引き続き契約数を伸ばしていきたい。

また、神山町においても浄化槽管理士特別認定制度の導入について検討を進め、１１

月からは、那賀町と同様、特別認定管理士による法定検査（一次検査）を開始した。

＜開催事業＞

(6/26日) 神山町きれいな水づくり推進協議会通常総会（第２回）

(7/19～23日) 神山町民アンケート調査

(9/10日、10/24日、1/24日) 神山町きれいな水づくり推進協議会打合せ会議

浄化槽設置数（10人槽以下）：１，７７４基 維持管理一括契約数：４２４基（23.9%）

神山町きれいな水づくり協議会

第２回通常総会（6/26） 協議会打合せ会議（1/24）
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３）平成２５年度の委託事業である下記市町村の設置確認検査及び事前検査は次のとおり

である。

市 町 村 事 業 内 容 平成 24 年度 平成 25 年度 前年度対比

徳島市徳島市徳島市徳島市 設置事前検査 ７３３基 ７４４基７４４基７４４基７４４基 １１基

設置確認検査 ６８５基 ７２８基７２８基７２８基７２８基 ４３基

三好市三好市三好市三好市 設置工事竣工事前検査 ２８基 １７基１７基１７基１７基 ▲ １１基

４）検査率向上、維持管理の徹底を図る方法として、「浄化槽管理士特別認定制度浄化槽管理士特別認定制度浄化槽管理士特別認定制度浄化槽管理士特別認定制度」の導入

に取り組み、特別認定管理士の認定ならびに指定事業所の指定を行い、平成26年2月14日

には当制度を県下全域で開始できる体制を整えた。

＜浄化槽管理士特別認定制度浄化槽管理士特別認定制度浄化槽管理士特別認定制度浄化槽管理士特別認定制度＞

会員の保守点検事業所の代表者の推薦により所属管理士が認定講習を修了したの

ち、認定申請に基づき審査委員会が特別認定管理士の認定及び会員事業所の一次検

査指定事業所としての指定を行い、法定検査の一部（一次検査）を委託する制度。

9月13日、 12月 5日 「浄化槽管理士特別認定制度説明会」

対象： センター会員（保守点検・清掃業者）

9月26日、 1月 15 日 特別認定管理士認定講習会（計 2 回）

受講者 76 名 修了者 43 名

10月25日、 2月 7 日 浄化槽管理士特別認定審査委員会（計 2 回）

【認定管理士・指定事業所（平成 26 年 3 月 31 日時点）】

認定管理士 － 42 名、 指定事業所 － 20 社

【制度導入】

①那賀町・神山町（平成２５年１１月導入）

②その他の市町村（平成２６年３月から順次導入）

【認定管理士による一次検査実績】

131 件（那賀町-57 件、神山町-74 件）

浄化槽管理士 特別認定管理士認定講習会 浄化槽管理士

特別認定制度説明会(12/5) (1/15) 特別認定審査委員会(2/7)
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（２）検査台帳の整備及び浄化槽データの管理に関する事業（２）検査台帳の整備及び浄化槽データの管理に関する事業（２）検査台帳の整備及び浄化槽データの管理に関する事業（２）検査台帳の整備及び浄化槽データの管理に関する事業

１）平成２５年度は８支所で新設浄化槽３，１６６基（うち３０基は取下げ届提出）の設置

届出書及び計画書を受付け、昨年度と比較し、１７２基増となった。

また、制度化されて２年目となる「浄化槽維持管理標準契約書」（以下「標準契約書」

という）についても、申請に併せて２，７７２基分（前年度比２４基減）の添付があった。

標準契約書については、初回の契約期間が満了となる時期であり、今後、契約どおり適

切な点検・清掃・検査が実施されたかどうかの実態を明らかにすることが必要である。

また、契約業者が設置者の希望と異なっていたため、維持管理業者の変更を行うケース

や、維持管理実施状況が把握できない施設も見受けられるため、制度の問題点や課題を精

査し、さらに実効性のあるものにしていきたい。

その他の浄化槽に関する各種申請受付状況はＰ７７～Ｐ７９のとおりである。

２）郵便物の届かない浄化槽や新設浄化槽、建売物件の入居状況等を３名の調査員と法定検

査で付近に立ち寄る検査員によって再調査し、検査対象浄化槽のデータ整備を図った。

調査による現場確認数 ３，２８５基

（３）不適正浄化槽の改善指導と水質改善に関する調査研究事業（３）不適正浄化槽の改善指導と水質改善に関する調査研究事業（３）不適正浄化槽の改善指導と水質改善に関する調査研究事業（３）不適正浄化槽の改善指導と水質改善に関する調査研究事業

１）不適正浄化槽については、まず、検査時に改善指導を行い、さらに、改善報告のない浄

化槽に対しては、関係行政機関（県水・環境課、県民局（福祉局）、土木、市町村）から

文書による改善指導を行っている。２５年度末時点での関係行政機関からの改善指導はＰ

８０のとおりである。

不適正と判定された浄化槽１４，３２２基（指導項目総数１６，０１１項目）に対し、

改善指導を行った結果、２，８８６項目の改善報告を受け付けた。

関係行政機関別の内訳は次のとおりである。

指導する関係行政機関 指導対象 主な指摘内容 指導件数 改善報告数 改善確認数

県 水・環境課 保守点検業者 保守点検不備 5,301 件 1,329 件 -

保健福祉局・県民局 浄化槽管理者 無管理等 10,326 件 1,457 件 -

土木事務所 浄化槽管理者 破損等 382 件 100 件 83 件

市町村 清掃業者 清掃不備 2 件 0 件 -

合 計 16,011 件 2,886 件 83 件

※破損等（土木事務所指導分）の改善報告については、再度現場にて改善確認を行っている。

２）水質改善に関する調査研究対象として、不適正浄化槽の中から水質が悪化している浄化

槽で、原因が不明なものを選び、機能評価検査を実施した。実施件数および結果は下記の

通りである。

検査性能評価検査実施数：１１基
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水 質 悪 化 原 因 件数 二 次 検 査 内 容

一過性によるもの ２件 使用状況聞取、採水 4 箇所(各 4 項目分析＋各 5 項目測定)

エアリフトポンプの調整等の不備 ５件 使用状況聞取、採水 4 箇所(各 8 項目分析＋各 5 項目測定)

空気バルブの調整不備 ２件 使用状況聞取、採水 4 箇所(各 8 項目分析＋各 5 項目測定)

高負荷流入による処理障害 １件 使用状況聞取、採水 4 箇所(各 8 項目分析＋各 5 項目測定)

低負荷流入による生物膜の形成不良 １件 使用状況聞取、採水 4 箇所(各 8 項目分析＋各 5 項目測定)

合 計 11件

＜浄化槽技術検討委員会の開催＞

4/30、6/27、8/27、10/31、12/19、2/20 （計 6 回）

３）検査推進ワーキング会議を開催し、法定検査の実施方法や、パンフレット・通知文書等

の内容について検討し、改善を行った。

＜検査推進ワーキング会議の開催＞

4/25、6/25、7/30、10/4、11/28 （計 5 回）

（４）浄化槽の機能保証制度に関する事業（４）浄化槽の機能保証制度に関する事業（４）浄化槽の機能保証制度に関する事業（４）浄化槽の機能保証制度に関する事業

平成２５年度は全浄連が行う機能保証制度の登録申請書２,０９８基（取下除く）を受付し、

全浄連及び管轄の市町村には、保証制度登録者受付台帳を送付した。また、設置者には、保証

書とともに適正な維持管理のパンフレット及び「標準契約書」の控えを送付し、使用後の適正

な維持管理についての周知を図った。なお、当該期間の機能保証の申立は０件であった。

よって地方保証制度審査委員会は開催していない。（P.８１）

２４年度申請件数 ２５年度申請件数２５年度申請件数２５年度申請件数２５年度申請件数 前年度対比

(取下除)

申 請 件 数 取 下 げ 申 請 件 数 取 下 げ申 請 件 数 取 下 げ申 請 件 数 取 下 げ申 請 件 数 取 下 げ

書類申請 1,679 基 59 基 1,751基基基基 38基基基基 93 基増

電子申請 378 基 10 基 394基基基基 9基基基基 17 基増

合 計 2,057 基 69 基 2,145基基基基 47基基基基 110 基増

（５）浄化槽の適正な施工及び維持管理に関する啓発及び相談、確認調査等の事業（５）浄化槽の適正な施工及び維持管理に関する啓発及び相談、確認調査等の事業（５）浄化槽の適正な施工及び維持管理に関する啓発及び相談、確認調査等の事業（５）浄化槽の適正な施工及び維持管理に関する啓発及び相談、確認調査等の事業

①浄化槽に関する普及啓発事業として下記事業を行った。

＜啓発ＣＭ放映＞

５月２７日～６月５日 徳島シティビジョン１５秒ＣＭを放映した（８００回）

＜環境月間 啓発活動＞

６月 ５日 ＪＲ徳島駅前にてパンフレット配布

６月１５日 小松島ルピアでパンフレット配布・アンケートの実施
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＜浄化槽月間 啓発活動＞

１０月 １日 ゆめタウン徳島でパンフレット配布・アンケートの実施

１０月２２日 マルナカ脇町店・フレスポ阿波池田でパンフレット配布

・アンケートの実施

１０月２３日 アピカ阿南店・マルナカ新浜店でパンフレット配布・アンケートの実施

＜阿南市活竹祭 啓発活動＞

３月 １日 阿南市活竹祭にて啓発用ブースを出店。パンフレット配布・アンケートの

実施

5月27日～6月5日啓発ＣＭ放映 環境月間啓発事業(徳島駅前)(6/5)

浄化槽月間街頭啓発(小松島6/15)

ゆめタウン徳島啓発(10/1) マルナカ脇町店啓発(10/22) アピカ阿南店啓発(10/23)

阿南市活竹祭(3/1)
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②８支所窓口において、来所する設置者や業者を対象に専門的な知識を持っている職員が浄

化槽の適正な施工や維持管理等に関する相談に随時対応した。

③インターネットによるホームページを活用し、浄化槽のしくみや正しい知識に関する情報

を適時に掲載し、浄化槽の適正な施工及び維持管理の普及啓発に努めた。

④県の委託事業である、浄化槽関係書類の受付業務については、届出された設置届出書等の

内容を審査し、浄化槽設置者データを登録、設置者には受理通知書を送付した。

⑤設置届けに添付が義務づけられた「標準契約書」については、10人槽以下の浄化槽全ての

添付を確認し、維持管理を行う業者には契約手続き完了の通知を行った。

⑥受付した浄化槽のうち、市町村の補助対象となっているものについては、７条及び１１条

検査の申込書、設置届出書（又は計画書）、「標準契約書」の控えや検査料払込証明書、

設置情報確認書などを発行又は送付した。

（６）浄化槽に関する講習会・研修会の開催事業（６）浄化槽に関する講習会・研修会の開催事業（６）浄化槽に関する講習会・研修会の開催事業（６）浄化槽に関する講習会・研修会の開催事業

①新しく浄化槽の設置申請した方を対象に浄化槽教室を開催し、受講者には受講証明書を発

行した。また、市町村担当課には、受講者台帳及び受講証明シールを送付した。（P.８２）

24 年度実績 25年度実績年度実績年度実績年度実績 差 異

対 象 数 ２，７２１基 ２，９２８基２，９２８基２，９２８基２，９２８基 ２０７基増

開 催 回 数 ５１回 ５２回５２回５２回５２回 １回増

参 加 者 数 ２，１４７名（78.9%） ２２２２，，，，２４５名２４５名２４５名２４５名（（（（76.7%）））） ９８名増

※対象数（申請数）には、未着工、未完成分も含まれています。

浄化槽教室（５２会場）

②年度を区切りとして、各市町村の浄化槽担当者が交代するため、行政担当者を対象にセン

ター主催で「浄化槽担当者説明会」を実施した。

日 程 ： 平成２５年５月３１日

開催場所 ： 公益社団法人 徳島県環境技術センター

内 容 ： 浄化槽に関する処理技術と構造の変遷

徳島県における法定検査の実情と課題
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市町村浄化槽担当者説明会(5/31)

③徳島県で指定採水員制度を導入している三好市において、指定採水員として必要な資質能

力の向上と、また、最新の知識技能の習得を目的とした定期更新講習会を開催した。

平成２５年６月１３日 指定採水員更新講習会（三好市保健センター）

④「浄化槽管理士特別認定制度浄化槽管理士特別認定制度浄化槽管理士特別認定制度浄化槽管理士特別認定制度」の導入に向けて会員事業所の管理士を対象に、「特別認定

管理士認定講習」を開催した。受講者は浄化槽法定検査に関する知識を習得した後、考査を

受けた。

平成２５年９月２６日 第１回特別認定管理士認定講習（徳島県環境技術センター）

（受講者１２名、 修了者６名）

平成２５年１０月７日 特別認定管理士認定講習（徳島県環境技術センター）

（受講者６名、 修了者５名）

平成２６年１月１５日 第２回特別認定管理士認定講習（徳島県立中央テクノスクール）

（受講者６４名、 修了者３２名）

⑤徳島県の委託事業として、県内の保守点検業者・清掃業者等を対象に保守点検技術講習

会を開催した。また、講習のほか、浄化槽の関連機器の展示も行った。

平成２６年２月１３日 保守点検技術講習会（参加者：１３８名）

会場 ： 徳島グランヴィリオホテル

講義 ： 浄化槽の一括契約制度の推進について

浄化槽の高度処理技術の基礎と応用 ～浄化槽と下水道～

汚泥濃縮車・脱水車の活用と課題

水質汚濁防止法について

指定採水員更新講習会(6/13) 特別認定管理士認定講習(9/26) 保守点検技術講習会(2/13)
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（７）浄化槽に関する情報の収集、情報誌の発行事業（７）浄化槽に関する情報の収集、情報誌の発行事業（７）浄化槽に関する情報の収集、情報誌の発行事業（７）浄化槽に関する情報の収集、情報誌の発行事業

１）各市町村が行う補助事業の補助額や必要書類についての調査を行い、その情報を取り纏

めて一覧表を作成し、関係者に配布した。

２）浄化槽に関係する最新情報や浄化槽に関する各種データ等を載せた月刊情報誌「みどり」

を発行し、各行政機関等へ配布するとともに、当法人の８支所にも備え置き、一般の方に

も提供、同時にインターネットのホームページにも掲載した。

４）浄化槽に関する最新情報を提供するため、全浄連が作成発行している、「全浄連ニュー

ス」を各関係機関に無償配布した。

（８）地域の水環境保全のため浄化槽の普及を図る事業（８）地域の水環境保全のため浄化槽の普及を図る事業（８）地域の水環境保全のため浄化槽の普及を図る事業（８）地域の水環境保全のため浄化槽の普及を図る事業

１）徳島市の委託事業である、合併浄化槽転換推進事業では、検査員が単独浄化槽の設置者

に対し、合併浄化槽のパンフレットを配布又は利点を説明し、合併浄化槽への転換を勧め

た。

転換推進啓発内容 平成 24 年度 平成平成平成平成 25年度年度年度年度 前年度対比

パンフレット配布業務 ６，７１６件 ６，３７２基６，３７２基６，３７２基６，３７２基 ▲３４４基

合併への転換説明業務 １，７００件 １，４４２基１，４４２基１，４４２基１，４４２基 ▲２５８基

啓 発 数 計 ８，４１６件 ７，８１４基７，８１４基７，８１４基７，８１４基 ▲６０２基

＜参考 徳島市設置事前検査における設置・転換状況＞

17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度

設置 733 675 721 597 672 633 656 671

転換 72 94 99 92 76 91 77 73

転換啓発用パンフレット

（徳島市）

（９）その他地域の水環境保全及び公衆衛生の意識高揚を図るための事業（９）その他地域の水環境保全及び公衆衛生の意識高揚を図るための事業（９）その他地域の水環境保全及び公衆衛生の意識高揚を図るための事業（９）その他地域の水環境保全及び公衆衛生の意識高揚を図るための事業

① 「みなみから届ける環づくり会議」への参加

企業、民間団体、研究機関、行政などの１５団体と３名の研究者が、県南での環境課

題の解決を目的に活動しようとする産学官民の協働体である。定例会で開催を決定した

事業については、６月に富岡東中・高等学校で環境学習出前講座を開催したほか、１０

月には子供を対象としたイベントを開催し、センターも参加した。

【会議への参加】

５月１６日、７月９日、１０月１日、１０月２３日、２月６日、３月２９日

【環境学習出前講座】

６月３日 富岡東中学高等学校（１クラス 30名）
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【イベント】

１０月２７日 第１１回阿南市こどもフェスティバル

※紙すきや水の浄化実験

みなみから届ける環づくり会議(2/6) 阿南市こどもフェスティバル(10/27)

② 学校教育において、環境学習を熱心に取り組んでいる学校を対象に、出前講座を行い、

科学実験などを通して水の大切さを学んでもらう活動を行った。（計２０回）

また、夏休みには、センター会議室を開放し、夏休み子供環境化学実験教室を開催した。

【環境学習への取り組み】

６月２６日 三好市立山城小学校、 ７月 ４日 上板町立神宅小学校

７月１０日 鳴門市立北灘東小学校、 ７月１２日 徳島市立上八万小学校

７月１７日 阿南市立中野島小学校、 ７月１７日 阿南市立新野小学校

７月２６日 徳島県立図書館、 ９月 ６日 美馬市立脇町小学校

９月１１日 阿波市立八幡小学校、 ９月１８日 徳島市立大松小学校

９月１９日 徳島市立佐古小学校、 ９月２０日 松茂町立来喜小学校

８月 ３日 徳島県環境技術センター 「夏休み子供環境科学実験教室」

１０月 ９日 上板町立松島小学校、 １０月１０日 小松島市立児安小学校

１０月１７日 阿波市御所小学校、 １０月２２日 上板町立上板西小学校

１１月 ７日 東みよし町立三庄小学校、１１月１３日 阿波市立久勝小学校

１１月１４日 上板町立高志小学校

山城小学校(6/26) 神宅小学校(7/4) 北灘東小学校（7/10)

上八万小学校(7/12) 中野島小学校（7/17) 新野小学校(7/17)
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徳島県立図書館（7/26) 脇町小学校（9/6) 八幡小学校(9/11)

大松小学校（9/18) 佐古小学校(9/19) 来喜小学校（9/20)

松島小学校（10/09) 児安小学校(10/10) 御所小学校（10/17)

板野西小学校(10/22) 三庄小学校(11/07) 久勝小学校(11/13)

高志小学校(11/14) 夏休み子供環境科学実験 (徳島県環境技術センター) (8/3)
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③ 「浄化槽の日」ポスターコンクールの開催

未来を担うこどもたちに、水の大切さを知ってもらうため夏休み課題のポスターを募

集し、優秀作品には徳島県知事室で表彰式を執り行い、表彰状・記念品を贈呈した。

尚、優秀作品については、県庁および南部・西部総合県民局、東部保健福祉局で一

般公開したほか、平成 26 年度のカレンダーの題材として活用し、各小中学校に配布し

た。

７月～８月末 県内小中高等学校へ作品の募集

９月２７日 応募作品審査会（応募33点 最優秀-2点、優秀-4点、佳作10点）

１１月 １日 徳島県知事室にて最優秀作品表彰式

１１月～２月 徳島県庁、東部保健福祉局（徳島保健所）、南部総合県民局、西部

総合県民局にて優秀作品の展示

表彰式で知事と記念撮影

(小学校の部最優秀作品) (中学校の部最優秀作品)

「浄化槽の日」ポスターコンクール

④ 「水すまし隊」による活動

県内のこどもたちに「水の大切さ」や「環境を守っていくこと」の必要性を知っても

らうため、センターの若手職員が主となって、様々なイベントを企画し、多くの参加

者に啓発ができた。また、ホームページのブログでは、水すまし隊の活動報告や個々

のメンバーからの報告を掲載した。

４月 ７日 津田地区「六右衛門祭り」

地域の活性化に貢献するため、金魚すくいや綿菓子販売を行い、イベン

トを盛り上げ、同時に浄化槽の適正な維持管理を啓発した。

６月 ２日 あすたむらんど「環境の日」イベント

ペットボトルを利用して、小さな魚の水槽を作り、リサイクルと自然の

大切さを訴えた。

８月 １日 あすたむらんど「水の日」イベント

子どもたちに水の大切さを知ってもらうため、施設内の池の水の入れか

えの機会に、竹の水鉄砲で花に水をやり、水の有効利用を啓発した。

１０月２６日 あすたむらんど「サイエンスフェアー 2013 おもしろ博士の実験室」

光るスーパーボールの作成や手作りの迷路などで、子供たちの興味を引

く化学実験を企画し、センターの活動を知ってもらった。
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津田地区「六右衛門祭り」(4/7) 子どもたちと水の大切さを学ぶ(8/1)

あすたむらんど「環境の日」イベント(6/2)

あすたむらんど「サイエンスフェアー 2013 おもしろ博士の実験室」(10/26～27)

⑤ 徳島市パークアドプト清掃活動

徳島市パークアドプト清掃活動に参加し、津田海岸町の公園の除草や清掃を実施し、

地域の美しい憩いの場を確保した。

（活動実施日）

５月３０日 ゴミゼロの日清掃活動

９月２７日 パークアドプト清掃活動

１２月２０日 パークアドプト清掃活動

ゴミゼロの日清掃活動(5/30) ﾊﾟｰｸｱﾄﾞﾌﾟﾄ清掃活動(9/27) ﾊﾟｰｸｱﾄﾞﾌﾟﾄ清掃活動(12/20)
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⑥ 「リフレッシュ瀬戸内」への活動参加

国、県、市町村等関係機関で構成する瀬戸内・海路ネットワーク推進協議会の事業活動

にセンターも積極的に参加協力した。

５月３０日 金磯海岸水質検査の実施

センターが協賛して横須金磯海岸付近の水質検査を実施し、分析結果の報

告を行った。

６月 ８日 「リフレッシュ瀬戸内」清掃ボランティア活動の参加

会員と役職員合わせて約 50 名が参加し、横須・金磯海岸の清掃奉仕活動

を行うとともに、参加者にセンターオリジナルのうちわを配布した。

金磯海岸水質検査(5/30) ﾘﾌﾚｯｼｭ瀬戸内清掃活動(6/8)

⑦ ＣＳＲ活動報告について

ホームページ上に上記活動をＣＳＲ活動報告として公開した。

ＵＲＬ ： http://www.tokushima-env.jp/contents/csr/index.html

（１０）その他の事業（１０）その他の事業（１０）その他の事業（１０）その他の事業

①職員の技術向上を徹底するため、積極的に研修会・講習会に参加し、能力・知識の向上

に努めた。また、日常の業務に関わる事項として、警察署職員を招いての交通安全教室や、

メンタルヘルスに関する知識を習得するための研修も実施した。

4月3日、5月9日、6月11日、7月11日、8月30日、9月20日、11月22日、1月20日

公益法人セミナー（計８回）

5月17日 実務セミナー（汚泥濃縮車、脱水車の活用と課題）

8月19日～30日 廃棄物処理施設技術管理者講習

8月22日 メンタルヘルス対策セミナー

8月19日～27日 浄化槽検査員講習

9月4日 リコーＣＩＳセミナー

「最適な次期グループウェアとは」

「クラウドで明日のワークスタイルを実現」

9月14日～15日 環境教育インストラクター資格取得セミナー

9月20日 徳島東警察署職員講師による交通安全教室

11月26、12月4日 マナーアップ研修２０１３（基礎編・応用編）

12月 4日 食生活・栄養に関する講習

3月19日 浄化槽関係 要綱改正に伴う内部職員説明会

毎月１回 支所勤務職員を対象とした業務研修会

また、センターでは、平成 26 年度での認定を目標に、プライバシーマークの取得およびエ

コアクション２１の取得に向けて研修を実施した。
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【プライバシーマーク取得コンサルティングおよび職員教育】

4月24日、11月19日、12月11日、1月8日

【エコアクション２１認証取得支援セミナー】

6月24日、8月8日、9月11日、10月24日、11月25日、1月23日

②開催・出席した主な会議等

＜全浄連四国支部・検査機関四国地区協議会＞

4月12日 全浄連四国支部・検査機関四国地区協議会総会に参加した。（香川）

9月12～13日 検査機関四国地区協議会 検査員研究会に参加した。（香川）

11月8～9日 九州地区浄化槽検査員研修会に参加した。（熊本）

11月23日 検査機関四国地区協議会 ソフトボール大会に参加した。（高知）

2月27日 全浄連四国支部・検査機関四国地区協議会事務局長会議に参加した（東京）

四国地区協議会総会(4/12) 四国地区協議会検査員研究会(9/13)

全国浄化槽技術研究集会(10/9～10) 四国地区協議会ソフトボール大会(11/23)
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【収益事業１】【収益事業１】【収益事業１】【収益事業１】

２ 計量証明事業及びビル管理法に基づく水質検査事業２ 計量証明事業及びビル管理法に基づく水質検査事業２ 計量証明事業及びビル管理法に基づく水質検査事業２ 計量証明事業及びビル管理法に基づく水質検査事業
（１）計量証明事業及びビル管理法に基づく水質検査事業（１）計量証明事業及びビル管理法に基づく水質検査事業（１）計量証明事業及びビル管理法に基づく水質検査事業（１）計量証明事業及びビル管理法に基づく水質検査事業

濃度計量証明事業として特定事業場排水の分析を主に水質分析を実施した。

平成２５年度の証明件数は２,５１３件で売上げは４５，６４７，９００円（前年度比件

数：２９２件減 売上げ：５，０４６，２００円減）となり、原因としては価格競争に

よる影響から公共物件の入札価格が大幅に下落、落札件数が減少した。（Ｐ８３）

（２）分析業務に関する講習会・研修会等（２）分析業務に関する講習会・研修会等（２）分析業務に関する講習会・研修会等（２）分析業務に関する講習会・研修会等

内部研修として、当センターにて計量証明事業規程細則に基づく研修を実施した。

＜内部研修＞

８月２９日 計量証明事業規定細則 10.3 に基づく研修（第 14 回）

また、外部機関が開催する下記研修に参加し、能力・知識の向上に努めた。

＜研修会の参加状況＞

６月１２日 計量協会環境計量証明部会

７月２５日 ＪＥＯＲ環境分析ソリューションセミナー

１０月２９日 JIS K 0102 工場排水試験方法改正説明会

１１月２９日 クロスチェック検査検討会

１月１７日 上水分析セミナー

２月１９日 徳島県計量協会講演会

３月 ５日 工場排水試験法（JISK0102）改正に伴う実務研修会

【収益事業２】【収益事業２】【収益事業２】【収益事業２】

３ 受託講習会及び業務効率化支援、並びに各種用紙・物品販売事業３ 受託講習会及び業務効率化支援、並びに各種用紙・物品販売事業３ 受託講習会及び業務効率化支援、並びに各種用紙・物品販売事業３ 受託講習会及び業務効率化支援、並びに各種用紙・物品販売事業
（１）浄化槽関係技術者の育成と技術向上に関する事業（１）浄化槽関係技術者の育成と技術向上に関する事業（１）浄化槽関係技術者の育成と技術向上に関する事業（１）浄化槽関係技術者の育成と技術向上に関する事業

１）各委員会の開催

【特別委員会】（4/17日、5/14日）

メーカー、施工技術、保守点検・清掃の各委員会の委員長・副委員長、並びにそれぞれ

の担当理事から構成された特別委員会では、標準契約、センター支所運営における財源

確保等について、検討を行ったが、結論が出ず、引き続き協議をすることとなった。

【保守点検・清掃委員会】（6/18日、11/12日、1/12日）

保守点検・清掃委員会では、次に示す内容について協議した。

・標準契約制度の信頼性確保について（保守点検・清掃の実施状況や課題等）

・標準契約書に関する経費負担について

・徳島県浄化槽管理士特別認定制度の導入について

・点検記録票・清掃記録票の統一化について

【施工技術委員会】（6/12日、10/23日、2/27日）

施工技術委員会では、前回から継続協議となっている事項や次に示す内容について協議

した。

・前回から継続協議となっている設備士の「名義貸し」の防止対策について

・浄化槽関係要綱等の改正についての内容説明について

・センター支所運営のための財源確保について

２）講習会・研修会の開催

①センター主催による浄化槽技術者講習会の開催
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主に事業所の社員の方々を対象に、高い技術力を持った資格者を育てるための技術者育成講習会を

今年度から新設し、５回の講習会を開催し、延べ１７９名が参加した。

№ 開催日時 講 義 内 容 及 び 講 師 受講者数

６月２８日（金） ・「汚水処理技術の基礎知識Ⅰ（物理・化学・生物）」（８５分）

１ ・「汚水処理技術の基礎知識Ⅱ（流入する物質）」（９０分） 37名

講師：公益社団法人日本環境整備教育センター

櫛田 陽明 氏

８月２０日（火） ・「各処理方法の基礎技術の解説Ⅰ（生物膜法）」（１２０分）

２ 講師：公益財団法人日本環境整備教育センター

仁木 圭三 氏 37名

・「コンパクト型浄化槽の清掃実務について」（８０分）

講師：アムズ株式会社 糸尾 寿紀 氏

フジクリーン工業株式会社 伊丹 大介 氏

１０月１５日（火） ・「各処理方法の基礎技術の解説Ⅱ（活性汚泥法）」（１２０分）

３ 講師：公益財団法人日本環境整備教育センター

久川 和彦 氏 35名

・「浄化槽工事の基礎と実務について」（６０分）

講師：徳島県県土整備部住宅課建築指導室

森中 美紀 氏

１１月２８日（木） ・「機能障害時の原因と対策について」（１２０分）

４ 講師：公益社団法人 神奈川県生活水保全協会

桜井 敏郎 氏 35名

・「ポンプ設備の構造と修理のポイントⅠ」（６０分）

講師：鶴見製作所 上原 康弘 氏

１月１４日（火） ・「水質項目の基礎知識と判断について」（１１５分）

５ 講師：常葉大学環境防災学部・社会環境学部

教授 小川 浩 氏 35名

・「ブロワの構造と修理のポイントⅠ」（６０分）

講師：メドー産業(株) 鈴木 博昭 氏

第１回浄化槽技術者講習会(6/22) 第５回浄化槽技術者講習会(1/14)
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（２）浄化槽関係業者の事業の適正化及び効率化を支援する事業（２）浄化槽関係業者の事業の適正化及び効率化を支援する事業（２）浄化槽関係業者の事業の適正化及び効率化を支援する事業（２）浄化槽関係業者の事業の適正化及び効率化を支援する事業

１）昨年度の継続事業として、保証登録申請の電子申請を行う。

保証登録申請書の電子申請によって、浄化槽工事業者に対する申請から登録証明書発行

までの事務の効率化により、期間が短縮された。

２）ＰＦＩ事業の推進

汚水処理人口普及率全国ワースト１の脱却に向け、市町村の財政に易しく、設置効果が

速い市町村設置型浄化槽の導入を推進する方法として、ＰＦＩ手法の推進に務めた。

事 業 内 容 対象地区 開催日程

ＰＦＩ事業推進説明会 鳴門市 4/2、8/26

三好市 4/3、5/1、5/10、9/15

11/28、12/13、12/19

勝浦町 6/26、9/19、10/8

吉野川市 8/23、10/18

ＰＦＩ事業視察 愛南町、富田林市 6/28、1/16

「ＰＦＩ手法による浄化槽整備」講演会 9/13

市町村議会議員、行政担当者、センター会員、一般を対象

愛南町PFI事業視察(6/28) 講演「PFI手法による浄化槽整備」(9/13)

（３）その他前各号に関連する事業（３）その他前各号に関連する事業（３）その他前各号に関連する事業（３）その他前各号に関連する事業

各種用紙及物品等の販売事業

区分 品 名 合 計

浄化槽設置届出書・計画書 3,871 部

標準契約書 3,036 部
各種用紙

浄化槽変更計画書・変更届出書 174 部
・書籍

構造審査申請書 26 部
関係

工事業・特例工事業申請書 15 部

保守点検登録申請書 27 部

徳島県浄化槽取扱要綱 3 部

浄化槽処理対象人員・汚水算定要領 5 部

浄化槽関係法令集 3 部

保守点検スターターキット 2 式
機器販売

ｐＨ計 17 台

ＤＯ計 4 台

残留塩素計 2 台

透視度計 10 台

シリンジ型採水器 16 本

警報機付きブロア 10 台
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【その他の事業】【その他の事業】【その他の事業】【その他の事業】

４ 管理部門（法人）４ 管理部門（法人）４ 管理部門（法人）４ 管理部門（法人）
（１）法人運営に関する事業（１）法人運営に関する事業（１）法人運営に関する事業（１）法人運営に関する事業

１）監査・総会の開催

【会計・業務監査】

４月２５日

平成２４年度の会計監査・業務監査を行った。

１１月６日

平成２５年上半期（４月～９月末）までの会計監査・業務監査を行った。

【定時社員総会】

５月３１日

第３回定時社員総会を開催し、平成２４年度の事業報告・決算報告を行った。

２）常任理事会・理事会の開催

センターの運営にかかる議題をもとに常任理事会・理事会を開催した。

・常任理事会（７回）、理事会（４回）

会計及び業務監査(4/25) 会計及び業務監査(11/6)

第３回定時社員総会(5/31) 第１４回理事会(3/18)

３）管理士・設備士に関する事業

徳島県浄化槽管理士会・徳島県浄化槽設備士会の共催として技術講習会を開催した。

11月16日 徳島県浄化槽管理士会との共催で「浄化槽維持管理講習会」の開催

2月 8日 徳島県設備士会との共催で「浄化槽工事技術理講習会」の開催
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浄化槽維持管理講習会(11/16) 浄化槽工事技術講習会(2/8)

（２）会員の入・退会の状況（２）会員の入・退会の状況（２）会員の入・退会の状況（２）会員の入・退会の状況

平成２５年度の会員の入会は９社あった。また、３社が退会した。

＜会員の入・退会状況＞ 平成２６年３月３１日現在

地 区 会員数 入会会員 退会会員 差引会員数 備 考

徳 島 ４７社 ２社 ０社 ４９社 (うち準会員２社)

鳴 門 １１社 ０社 ０社 １１社

小 松 島 １１社 ０社 ０社 １１社

阿 南 ２３社 ０社 ３社 ２０社

海 部 ６社 １社 ０社 ７社

阿 北 ６社 １社 ０社 ７社

美 馬 ９社 ０社 ０社 ９社

三 好 １４社 ４社 ０社 １８社

メーカー １４社 １社 ０社 １５社

合 計 １４１社 ９社 ３社 １４７社

＜入会会員＞

地 区 会 員 名 代表者 入会日 部 会

三 好 有限会社 西部衛生社 中山 繁男 H25. 4. 1 管 理

－ 株式会社 日環商事 濵井 弘利 H25. 7.11 メーカー

徳 島 ｼｺｸ環境ﾋﾞｼﾞﾈｽ株式会社 山崎 健一 H25.11.29 管 理

徳島営業所

徳 島 有限会社 新居工業所 新居 一郎 H25.11.29 施工(準会員)

阿 北 吉野清掃社 安岡 昌宏 H25.11.29 清 掃

海 部 カイフカンキョウ協業組合 金本 修 H25.11.29 管 理

三 好 有限会社 久保衛生 久保 貞治 H25.11.29 管 理

三 好 有限会社 中川衛生 久保 真二 H25.11.29 清 掃

三 好 池田浄化槽清掃管理センター 谷 尚美 H25.11.29 管 理
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＜退会会員＞

地 区 会 員 名 退会日 備 考

阿 南 有限会社 森電気工事店 平成２５年 ５月１６日 都合による

阿 南 有限会社 四宮水道工業所 平成２５年 ５月１６日 都合による

阿 南 有限会社 大伸設備 平成２６年 ３月１８日 都合による

※＜参考＞

３月１８日の理事会に於いて、４社の入会が承認された（入会は平成 26 年 4 月 1 日)

地 区 会 員 名 代表者 入会日 部 会

徳 島 有限会社 水環境システム 賀好 敏夫 H26. 4. 1 管 理

徳 島 株式会社 アクセル徳島 中西 謙二 H26. 4. 1 管 理

三 好 株式会社 カギデン 鍵山 昭夫 H26. 4. 1 施 工

三 好 株式会社 アダチ 安達 啓二 H26. 4. 1 施 工

＜会員内訳＞

地 区 施 工 保守点検 清 掃 合 計

徳 島 ２４社 １７社 ８社 ４９社

東 部 鳴 門 ８社 ３社 ０社 １１社

小 松 島 ８社 ０社 ３社 １１社

阿 北 ２社 ０社 ５社 ７社

阿 南 １６社 ２社 ２社 ２０社
南 部

海 部 ４社 ２社 １社 ７社

西 部 美 馬 ６社 １社 ２社 ９社

三 好 １２社 ５社 １社 １８社

メーカー １５社

合 計 ８０社 ３０社 ２２社 １４７社

（３）許認可に関する事項（３）許認可に関する事項（３）許認可に関する事項（３）許認可に関する事項

１）徳島県告示第２５５号浄化槽法に基づく法定検査機関の指定

２）計量証明事業登録（平成１２年１２月１４日 第７４号）

３）建築物飲料水水質検査事業（平成２０年２月１８日 徳島県徳保２０水 第１号）

（４）変更認定申請書（４）変更認定申請書（４）変更認定申請書（４）変更認定申請書

7/31日 定款変更に伴う変更認定申請書を提出

汚水処理技術者の育成の事業を追加し、定款変更を行ったため。

9/5日 変更認定 公示
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（５）役員等に関する事項（５）役員等に関する事項（５）役員等に関する事項（５）役員等に関する事項

平成２６年３月３１日現在平成２６年３月３１日現在平成２６年３月３１日現在平成２６年３月３１日現在

役 職 氏 名 勤務体系 所 属および役 職

会 長 大坂 利弘 非常勤 (有)大坂建材 代表取締役

副 会 長 井内 幸一 非常勤 (有)井内清掃 代表取締役

専務理事 原岡 艶甲 常 勤 (公社)徳島県環境技術センター 事務局長

常任理事 吉村 正 非常勤 (有)吉村建材店 代表取締役

〃 川人 誠司 常 勤 (公社)徳島県環境技術センター 事務局次長

理 事 藤田 芳男 非常勤 藤田商事(株) 代表取締役

〃 庄野 清 非常勤 (有)庄野水道工事店 代表取締役

〃 岡崎 光二 非常勤 (有)阿波池田浄化槽サービス 代表取締役

〃 吉岡 誠 非常勤 (株)アズマ四国 代表取締役

〃 中筋 章聡 非常勤 中筋建工(株) 代表取締役

〃 加統 叙男 非常勤 (株)ハウステック 所長

監 事 眞鍋 清 非常勤 眞鍋公認会計士事務所 公認会計士

〃 志摩 恭臣 非常勤 朝田啓祐法律事務所 弁護士

（６）職員に関する事項 平成２６年３月３１日現在（６）職員に関する事項 平成２６年３月３１日現在（６）職員に関する事項 平成２６年３月３１日現在（６）職員に関する事項 平成２６年３月３１日現在

職 員 数 入 社 退 社 平均年齢 平均勤続年数

男性 ５３ 名 ５名 ０名 ３８．５才 ９．７年

女性 ３１ 名 ７名 ４名 ３８．８才 ６．８年

合計又は平均 ８４ 名 １２名 ４名 ３８．６才 ８．６年

（７）法令遵守に関する事項（７）法令遵守に関する事項（７）法令遵守に関する事項（７）法令遵守に関する事項

１）交通事故

交通事故の発生を抑止するための措置として、従来からのデジタルタコグラフに加

え、ドライブレコーダーを新たに導入したことにより、事故件数自体は減少したもの

の、未だ不注意による事故を根絶できないため、今後も運転者への安全教育が必要で

ある。

・物損事故（１５件） （前年度：２１件 ▲６件）

・人身事故（ １件） （前年度： １件 同数）

２）個人情報保護

個人情報の不適切な管理を防ぐため、プライバシーマークの取得に向けた職員教育を

行った。

・個人情報保護に関する事故（なし）

３）労務管理上の事故

安全衛生委員会を毎月開催し、労務上の事故防止や職員の健康管理について協議し

た上で職員周知・研修等を行った。

・労災申請件数（３件）

申請内容（通勤時の転倒、訪問先の犬にかまれる、マンホール開閉による腰痛）

５ 附属明細書５ 附属明細書５ 附属明細書５ 附属明細書
事業報告の内容を補足する重要な事項がないため、事業報告の附属明細書は作成していな

い。


